



































































ムの作動が想定される気相速度条件は 100 m/s 以下とされてい
る[3]．しかし Luangdilok らのモデルによる解析結果では，気相


















































2 に示す．解析体系は図 5 に示す試験部を模擬した．図 1 では
気相速度は最高の 200 m/s まで高くなるものの，音速には達し
ない．これより亜音速流であることがわかる．図2では気相速































QDF    (1) 
ここで， LQ は液相の体積流量， GQ は気相の体積流量， dD は























O   (3) 




















水頭高さ 1000 mm としたオーバーフロータンクから水が流入
する．気相速度条件範囲は0 – 600 m/sとした． 



































































































































































EQDF   (4) 
ここで，Eは液滴割合である．液滴割合を考慮していない場
合の式との関係は次のようになる． 






































ンチュリースクラバーでは喉部見かけ気相速度が 20 m/s 以上
であれば5 mが，50 m/s以上であれば1 mが，200 m/s以上
























 Static pressure in tank of filtered venting system 
Static 
pressure in 
inlet part of 
VS 
kPa(abs) 100 200 300 
120 ○ × × 
220 ○ ○ × 
320 ○ ○ ○ 
 
表2 液膜を考慮した慣性衝突による除染係数の評価例 






kPa(abs) 100 200 300 
120 1.01.E+00   
220 7.71.E+02 1.01.E+00  
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